
＜会長・幹事報告＞

・本日、例会に先立ち、7月度理事役員会を開催致しました。(詳細は裏面をご参照ください。）

＜委員会報告＞ なし

＜伝達・贈呈＞ なし

■ 点 鐘

■ ロータリーソング 「それでこそロータリー」

■ ゲスト : 特定非営利活動法人ジャパンハート 理事長 吉岡春菜様

特定非営利活動法人ジャパンハート 中山佳子様

■ ビジター： 川尻弘樹様(東京羽田ロータリークラブ）
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未来に繋ごうロータリー 会長 石渡 秀雄

次回以降の予定

8月11日 祝日休会

8月18日 休会

2022年7月2８日

第139６回 例会報告
会員数 出 席 出席率 前々回訂正出席率
16人 1４名 8７.5０％ 100％

第2580地区ガバナー
嶋村文男(東京東江戸川RC)

本日の卓話

「都立永福学園の職業教育」
～企業就労に向けて～
東京都立永福学園高等部
指導教諭 鹿島田 真由美 様

■ 例会日 毎週木曜日 １２：３０～１３：３０ ■ 役 員 ／ 会長 石渡 秀雄
■ 例会場 〒103-8520  東京都中央区日本橋蠣殻町2-1-1 会長エレクト 金子高一郎

ロイヤルパークホテル TEL 03-3667-1111(代) 幹事 波多野幸雄
■ 事務局 〒130-0013  東京都墨田区錦糸1-1-5 Ａビル６Ｆ 副幹事 水谷 文彦

TEL 03-5637-4608 ・ FAX 03-5637-4611      
E-mail  tokyobay@club.email.ne.jp 会報委員長 石渡 秀雄

Imagine Rotary
ジェニファー・ジョーンズ会長

(ウィンザー・ローズランドRC カナダ・オンタリオ州 )

国際ロータリー 第２５８０地区 東分区
VOL.32 NO.５ 第139７回 2022年８月４日

Take Action for Rotary Future
Reach Out for World Peace
ロータリーの未来のために行動しよう
世界の平和のために手を差し伸べよう

会報委員会より、皆様からの週報への寄稿をお待ちしております。

7月28日の卓話は
特定非営利活動法人ジャパンハート
理事長 吉岡春菜 先生 による
「目の前の生まれてきてよかったを、日本の医療から」

でした。



2022-23年度7月度 理事役員会議事録
会長 石渡 秀雄
幹事 波多野幸雄

開催日時 ： 2022年７月28日 11時より
開催場所 ： ロイヤルパークホテル 4階「琥珀の間」
出 席者 ： 石渡、原田、波多野、田中、林、岡本、三宅、水谷 欠席：金子、野木

（１）審議・報告事項
①8月度プログラム予定に関しまして：18日を休会に変更、但し、一部メンバーでzoomテストを行うを加えて承認

②6月度会計報告：承認

③出席表彰、例会のコロナウイルスでの欠席の公欠について
a.出席表彰は、入会日を起点とし、連続ではなく、１年通算〇回とする。 b.コロナウイルスでの欠席は公欠とする。

④100%出席表彰：承認

⑤今後の例会に関しまして
a.zoomも使用したハイブリットにて開催する。 b.期間は8月1日～９月30日とする。

石渡 秀雄君 ジャパンハートの吉岡さん、ようこそベイRCへ。本日の卓話、よろしくお願い致します。
8月以降、例会でも新しい取り組みを行う予定です。

波多野幸雄君 本日の卓話、吉岡先生、よろしくお願いします。
井上 慶亮君 本日、吉岡様、中山様、よろしくお願い致します。
三宅 郁子君 吉岡さん、本日はよろしくお願いします。
岡本 隆一君 吉岡先生、卓話、よろしくお願いします。
原田 俊彦君 ジャパンハート吉岡様、本日の卓話楽しみにしています。
水谷 文彦君 吉岡様、卓話楽しみにしています。
田中 保 君 今日は、吉岡様、中山様、よろしくお願いします。
林 茂男 君 卓話に吉岡理事長をお迎えして。有志の花火、南三陸の保育園についたと連絡ありました。
森 達郎 君 本日は新入会員をお連れする予定でしたが、コロナでキャンセルです。コロナを理由になんでも

ありですね。
工藤 久志君 コロナが猛威を振るっています。皆さん体調維持に気を付けましょう。
金子高一郎君 理事役員会、大変失礼致しました。吉岡様、中山様、本日は宜敷くお願い致します。
土屋 東明君 本日、受付当番でした。

合計 ２６，０００円

2022-23年度会長 ジェニファー E. ジョーンズ 2022年8月のメッセージ
私たちは皆、違う道を歩んでロータリーの一員となりました。父親がロータリアンだったから入会した人もいます。例会に出席する
ようにと雇用主に頼まれたために入会した人もいます。米国最高裁判所の判決によって入会が可能になったから入会した人もい
ます。それでも、全員に共通する入会理由がひとつあります。招待されたから、です。
私たちの想像力を解きはなち、どんなことでも可能であることを教えてくれる招待状。私たち一人ひとりが、この招待状を誰かに
贈ることができるのです。
地域社会全体を見渡し、将来のリーダーを見つけるのだと思うと心が畏敬の念にふるえます。そういうとき、自分と似ている人を誘
おうと思ってしまいがちなものです。一見まったく違うように思える人びとも私たちの価値観を共有していて、同じ才能を発揮するこ
とができるのだと思いいたるのには特別な才覚が必要ですから。
ロータリーは、組織全体の多様性、公平さ、インクルージョン（DEI）を推進するために、今こそ次の一歩を踏み出すべきです。
皆が自分もロータリーの一員であると感じられるような体験を大切にするというのは、単に会員層を多様化するだけの話ではあり
ません。例会やイベントを腹を割ったオープンな話しあいの場にし、会員たちが自分は求められていると感じられて安心できる場所
にしなくてはならないのです。そのためには、入会の障壁を取り除き、インクルージョンのために扉を開かなくてはなりません。私たち
の価値観は今後もロータリーの強みでありつづけます。それに、卓越性が求められるロータリーでは会員の高い基準を維持する必
要があります。
全員がロータリー全体でDEIを推進することを心に誓い、尽力していると私は信じています。これはロータリーの最も深い伝統に
根ざしており、これから数十年にわたってロータリーが活気にあふれた重要な団体でありつづける未来を保証してくれるものです。
数年前、ロータリー理事会は2023年までに女性会員の割合を30％にするという野心的な目標を設定しました。もうあと1年もあ
りませんが、この目標を達成し、超えることができると私は信じています。
ロータリーはあらゆる大陸、文化、信条から指導者を擁立するべきです。若い世代や若い思想家に、これまで以上に大きな役割と
責任を担ってもらうべきです。そして、長年活動してきた会員と同じく、新会員の声にも熱心に耳を傾け、敬意を払うべきです。
ヒューストン国際大会では、宇宙飛行士から宇宙探査の話を聞きました。1960年代にアメリカ合衆国大統領ジョン・F・ケネディ
が「実現が容易だからではなく、困難なことだからこそ、月にも行くし他のことにも挑むのだ」と宣言し、夢を見ようと世界に呼びか
けたことに思いを馳せました。
ロータリーがDEIに全面的にコミットし、野心的な会員目標を達成することは、月面着陸ほどあり得ないことだと思われるかもしれ
ません。しかし、行動人が大きな目標に取り組むとき、全力で目標を実行することを私は知っているのです。


